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■商標
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は全くありません。

本書のウェブページでは、ダウンロードデータ、追加・更新情報、発売日以降に判明した誤植（正誤）
などを掲載しています。
また本書に関するお問い合わせの際は、事前に下記ページをご確認ください。

https://www.borndigital.co.jp/book/9784862465740/

※本書では、基本的にWindows 11環境およびブラウザはGoogle Chromeで操作説明を行います。Macでの操作は必要
に応じて説明します。

※ご使用の環境（OS）やアプリケーションのバージョンにより、一部画面キャプチャやUI名称、機能等が異なる場合があり
ますので、あらかじめご了承ください。

※本書の刊行から一定期間内は、Fusionに関する情報（掲載しているWebサイトのURLや機能名称の変更など）で更新され
たものをリストにして、書籍ページにて配布しています。

ダウンロードデータと書籍情報について
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はじめに

本書を手に取っていただき、ありがとうございます。筆者がAutodesk Fusionに出会って（2013年に
英語版がリリースされてから）、早いもので約10年が経ちました。2015年には日本語化され、すごい
勢いで利用者が増えたことを今でも記憶しています。年を重ねるごとに機能強化と改善が繰り返され、
複雑な機械設計や製造に必要な機能が実装され、製造業におけるツール導入もかなり進んでいると聞
いています。学生や個人の趣味用途での利用も盛んで、皆さん3Dプリンタなどでのもの作りを楽しん
でいらっしゃるようです。

2022年10月に、「初心者向けの書籍を執筆してみないか」とお話をいただきました。それも「2週間で
習得できる本」というリクエストで、正直2週間では難しいと思いましたし、すでに学ぶための書籍や
YouTube動画も多く、「今さらニーズがあるのか？」とも思いました。少し考える時間をいただき、ど
んな本が求められているかを考えてみたところ、3Dモデリングに特化した内容であれば、利用者の助
けになるかもしれないと考え直しました。

というのも、筆者は設計経験のない方にAutodesk Fusionを教える機会が度々あるのですが、受講者
の中には、すでに何らかの書籍で学んでいるのに、「本に書かれていなかったことが学べて大変役に立っ
た。理解が深まった」と言ってくれる方が多かったのです（筆者が教えていたのは、3Dモデリングと図
面作成だけだったのですが...）。こうして、初心者の方がAutodesk Fusionで3Dモデリングを習得す
るため、またはすでに書籍などで学んだ方がさらに理解を深めるための内容で、執筆させていただく
ことにしました。

Autodesk Fusionの機能は多岐に渡りますが、初心者が学ぶ上で、まずは基本的な3Dモデリング機
能を習得することが必須です。3Dモデリングは、Autodesk Fusionの中で最も基本的な機能であり、
この機能を理解できれば、より高度な機能の習得にも繋がります。

本書では、Autodesk Fusionの基本操作から始まり、設計について考え、様々なモデリングの課題に
挑戦していただきます。14日間の14章構成で、1章あたり約1時間で取り組めるようにしたつもりで
す。前半のDay7までは、Autodesk Fusionでの3Dモデリングの基本操作を習得するための内容で、
スケッチの作成方法や、フィーチャの使い方などを学びます。後半のDay8からは、基礎を身につけ
た上で、実践的な課題に挑戦できます。スマホケースや立体パズル、踏み台など、初心者でも取り組
みやすい課題を用意しました。

本書を通じて、Autodesk Fusionのモデリング機能を習得し、自分だけのオリジナルモデルを作成で
きるようになることを目指しましょう。

※校了直前の2024年1月末に、ソフトウェアの名前が「Fusion 360」から「Autodesk Fusion」に変更されました。ソフト
ウェアのキャプチャ画像やWebサイトなど、可能な限り最新のものに変更しましたが、刊行後の更新情報などは、本書
のウェブページをご確認ください。
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※本書の説明は、2024年2月時点のものになります。AutodeskによってAutodesk IDの作成やインストール方法などが
変更される場合は、弊社書籍ページ（https://www.borndigital.co.jp/book/9784862465740/）に変更に対応した情報
を掲載する予定です。

Autodesk IDを作成しよう1-1

Fusionを使うには、コンピュータにプログラムをインストールする必要があります（一部の機能は
Webブラウザでも動きますが、現段階では機能が限定されているためおすすめできません）。プログ
ラムをインストールするには、Autodesk IDが必要です。これは、名前、メールアドレス、自分で決
めたパスワードで作成できます。
さあ、インターネットに繋いで準備を開始しましょう！

AutodeskのWebサイト
（https://www.autodesk. 

co.jp）にアクセスし、右
上の［サイン イン］をク
リックします。

 

ページが表示されたら、［アカウントを作成］をクリック
します。

1

2

アカウントとインストール

初日は、Autodesk Fusion（以下、Fusion）を学ぶための準備をしていきましょう。下記が本日

の作業の流れです。

　　　   Autodesk IDの作成

　　　   ソフトウェアのインストール

　　　   ユーザインタフェースの確認

1-1

1-2

1-3

　　　   基本設定

　　　   ヘルプ、サンプルの確認

1-4

1-5

Day

1
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1
Day名前、メールアドレス、パスワードを入力し、使用

規約などの同意にチェックを入れて［アカウントを
作成］をクリックします。

 

「アカウントが作成されました」というページが表示
されるので、［完了］をクリックします。
 

登録したメールアドレスに認証メールが届きます。メール内のリンクをクリックするとWebブ
ラウザが開くので、［完了］をクリックします。これでAutodesk IDを作成できました。

3

4

5
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ソフトウェアをインストールしよう1-2

Autodesk IDを作成できたので、ソフトウェアをインストールしていきます。インストールするコン
ピュータは、いくつかの条件を満たしている必要があります。

コンピュータは、OSがWindows 10 Version 1809以降か、Windows 11、macOS 12 Monterey以降
である必要があります。CPUやメモリ、グラフィックボードなどにも推奨されているものがあるので、
下記を確認してみてください。

Autodesk Fusion の動作環境
https://www.autodesk.co.jp/support/technical/article/caas/sfdcarticles/sfdcarticles/JPN/System-
requirements-for-Autodesk-Fusion-360.html

コンピュータに詳しくない方は判断が難しいかもしれません。OSの条件を満たしていれば、ひとま
ずインストールしてみるのもいいでしょう（満たしていなければインストールできないはずです）。
また、ノートPCで作業する方が多いと思いますが、Fusionなど3DCADの操作は、タッチパッドよ
りもマウスの方が効率的です。ホイールつきのマウスを用意することをおすすめします。

コンピュータの確認

Fusionは、CAD、CAM、CAE、PCBが統合されたプロ向けのソフトウェアです。商用は、年間約10
万円のサブスクリプションで利用することができ、拡張機能（エクステンション）を購入することで、
より高度な機能を利用することも可能です。
個人や学生による非商用であれば、無償で制限つきの基本機能を利用できます（起業間もないスタート
アップ企業限定に無償のライセンスも提供されています）。本書では、個人用の機能の範囲で作業を行っ
ていきます。

個 人 用Fusionの 製 品 ペ ー
ジ（https://www.autodesk. 
co.jp/products/fusion- 
360/personal）から［個人用 
Autodesk Fusion にアクセ
ス］をクリックします。

1
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1
Day

Autodesk IDのメールア
ドレスとパスワードを入
力して、［サイン イン］を
クリックします（今後サイ
ン インを求められること
があれば、この手順で進
んでください）。

申し込みフォームが表示されるので（英語のページが表示される場合は、右上の［US］をクリック
して日本を選択します）すべての情報を入力し、同意項目にチェックを入れて［今すぐダウンロー
ド］をクリックします。

ページが切り替わるので、再度
［今すぐダウンロード］をクリック
すると、ダウンロードフォルダに

「Fusion Client Downloader.exe」
が ダ ウ ン ロ ー ド さ れ ま す（Mac
の 場 合 は「Fusion Client Down 
loader.dmg」）。

2

3

4
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ファイルをダブルク
リックするとセット
ア ッ プ が 開 始 さ れ
ま す。 完 了 す る と
Fusionが起動するの
で、再度［サイン イ
ン］をクリックしま
す。
 

  
［ 製 品 に 移 動 ］を ク
リ ッ ク し、 続 い て

［Autodesk Identity 
Manager を開く］を
クリックします。

チームの設定について案内されます。
これは、Fusionで作成したドキュ
メントが格納されるクラウド上のス
ペースのことで、ほかの利用者もア
クセスできるようにするための機能
です。

［次へ］をクリックし、［チームを作成］
をクリックします。

5

6

7
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1
Dayチームの名前を入力し、［次へ］をクリックします。

［発見を許可しない］を選択して［作成］をクリックし、続いて［移動先チーム］をクリックします。

8

9
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下図のようにチェックを入れて［OK］をクリックします。

 

さらに、個人用のドキュメントが10個まで編集可能であるという説明が表示されます（「編集可
能」と「読み取り専用」で切り替えられるので、設計が終わったときは読み取り専用にしましょう）。

ウィンドウ右上の［×］をクリックし、Fusionを終了します（Macの場合は左上）。

 

10

11

12
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1
Day

ユーザインタフェースを確認しよう1-3

Fusionのウィンドウは、複数のエリアに分かれています。ここでは各エリアについて簡単に説明しま
す。詳細は下記を確認してみてください。

インタフェースの概要
https://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=GUID-E647CA56-7187-406A-ACE4-EAC59914FAE4

1 データ パネル：クラウドに格納されているドキュメントが表示
されます。

 

2 アプリケーション 
バー：ファイルメ
ニュー、保存、元
に 戻 す ／ や り 直
し、通知センター、
ヘルプ、アカウン
ト設定などを操作
できます。
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3 ツールバー：デザイ
ン、製造、図面など
の作業スペースの切
り 替 え と、 作 業 ス
ペースごとに異なる
ツールタブ（デザイ
ン作業スペースでは
ソリッド、サーフェ
ス、メッシュなど）
を 切 り 替 え ら れ ま
す。また、コマンド
選択によりスケッチ
やフォームなど状況
に 応 じ て 自 動 的 に
ツールが切り替わり
ます。

4 ブラウザ：開いているドキュメントの構成要素（ボディ、スケッチ、原点など）が一覧表示され、表
示／非表示を切り替えられます。

5 キャンバス：3Dモデルや図面など、作業スペースに応じて表示が切り替わります。

6 ViewCube：3Dモデルを回転（オービット）させたり、正面から見ることができます。

7 マーキング メニュー：右クリックすると、実行可能なコマンドが表示されます。
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1
Day8 ナビゲーション バー：ズーム、画面移動、回転、3Dモデル、グリッド、ビューポートの表示設定

を変更できます。

   

9 タイムライン：パラメトリック モデリングのドキュメントを開いている場合のみ、デザインの作成
手順が時系列で表示されます。ほとんどの手順は右クリックで編集でき、ドラッグで順序を入れ替
えることもできます。

ホームタブ
2023年から新たに追加されたもので、最近使ったドキュメントが表示されたり、検索バーでドキュメ
ントを見つけやすくなりました（2024年2月時点では、一部のユーザーにのみ表示されているようで
す。今後改善され、すべてのユーザーに公開されるはずです）。

［ホーム］タブ

https://help.autodesk.com/view/fusion360/JPN/?guid=GS-HOME-TAB

1 ホーム画面に切り替わります。
2 複数のプロジェクトチームに属している場合、チームを切り替えられます。
3 他チームに参加したり、チームやメンバーの設定ができます。
4 ドキュメントを開いたり、新たに作成できます。
5 最近開いたプロジェクトやドキュメントが表示されます。
6 リスト表示／グリッド表示を切り替えられます。
7 グリッド表示を名前順、日付順に並べ替えられます。
8 文字列を入力して検索できます。
9 リストの表示列をカスタマイズできます。
10 選択したドキュメントのプロパティが表示されます。
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基本の設定をしよう1-4

ユーザインタフェースの見方がわかったところで、Fusionを起動して、基本の設定をしていきましょ
う。

ソフトウェアをインストール後、デスクトップにショートカットが追加され
るので、ダブルクリックで起動します（Macの場合はLaunchpadから）。

 
画面右上の?アイコンの［クイック セット
アップ］をクリックします。クイック セッ
トアップパネルの単位が「mm」であること
を確認し、マウス操作の設定を好みに合わ
せて変更します（筆者はTinkercadの設定
にしています）。マウス操作の画像が表示さ
れるのでわかりやすいですね。

 
次に、右上のアカウント
アイコンの［基本設定］を
クリックします。左側の

［一般］をクリックして、
設定を確認します。ここ
でも「画面移動、ズーム、
オ ー ビ ッ ト の シ ョ ー ト
カット」の設定を変更で
きます。
も しFusionが 英 語 表 示
であれば、「ユーザ言語」
で 日 本 語 に 切 り 替 え ま
しょう。

 
続いて［デザイン］をクリッ
クして、「デザイン履歴」
が「デザイン履歴をキャプ
チャ（パラメトリック モ
デル）」になっていることを
確認してください（本書で
はパラメトリック モデリ
ングしか扱いません）。

1

2

3

4
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1
Day最後に［図面］をクリックして「製図規格」を「ISO」に変更し、「以下の形式の既定をオーバーライド

または復元」にチェックを入れます。「投影角度」も「第三角法」に変更したら、設定は完了です。

 

ヘルプ、サンプルを確認しよう1-5

ヘルプバー
ヘルプバーに「スケッチ」と入力してエンターキーを押すと、ヘルプページが開きます。わからない用
語が出てきたら、ヘルプバーで検索してみましょう。

※学習パネルを表示、学習とドキュメントという項目がありますが、残念ながら文字化けしていたり、英語サイトが表示
されるので、本書では取り上げません。日本語で表示されるのを待ちましょう。

5


